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◆概要と特徴◆ 
  深絞りプレス用金型表面に、低温溶射装置を用いて超硬皮膜を形成することにより、金型の耐久性向上

を図った。従来は1000ショットも使用しないうちに金型表面に相手材の焼き付きが起こり、そのため成

形品に傷が発生していたが、低温溶射により超硬皮膜を施した金型は、10000ショット後も焼き付きは起

こらず、成形品にも傷は発生しなかった。金型の耐久性が10倍以上向上した結果、金型補修のための時間

とコストが大きく削減された。 

 

◆研究開発における役割◆ 
㈱桜井製作所：金型作製、プレス加工評価、データ分析 

工業技術総合センター：低温溶射皮膜の形成、性能評価 

 

◆販売実績、見込み◆ 
別の金型や、摺動部材等に応用し、納期の短縮、コストダウン、製品の販売増を図る。 
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